
ｅライブラリアドバンス

〜本時の定着に⾼校⼊試過去問、⾃主学習にドリルを活⽤〜
４⼩１中により作り上げた『１５歳の⼤和っ⼦像』を最上位⽬標に掲げ、学校運営を⾏っています。今回は、

⾼校⼊試過去問と１０分間の⾃主学習でｅライブラリを活⽤している実践をご紹介します。

本時の定着に向けて、⾼校⼊試過去問にチャレンジ

この⽇の授業は、春の天気の変化を学習したあと、
既習事項の定着を⽬指し、ｅライブラリの⾼校⼊試
過去問から関連する問題に取り組みました。筆記⽤
具を準備して静かに待っている様⼦は、⼊試本番さ
ながらです。問題と解答⽤紙が配られると、岡屋先
⽣から「解き終わっても、しっかり⾒直して満点が▲ 学習内容の定着に⾼校⼊試過去問に取り組む
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理解が深まる、考えが広がる、友達同⼠の学び合い
問題が解き終わると、全員で答え合わせです。

「間違えた⼈は、なぜ間違えたかを考えてみましょ
う。解説は次の授業でします」と岡屋先⽣。先に解
説をせず、友達同⼠で考える時間を設けることで、
理解を深め、さまざまな視点から考えを広げること
もねらいのひとつです。
難しい問題は、正解した⽣徒が中⼼になって解説

したり、友達同⼠で考え⽅を伝え合ったり、主体的
に取り組む姿が多く⾒られました。

▲ 友達同⼠で考え⽅を学び合う

⽇本の四季の特徴を考えよう。めあて

授業の流れ

冬の天気の特徴を友達同
⼠で考えた後、動画で確
かめる。

「天気の変化」に関す
る⾼校⼊試過去問で定
着を図る。

先⽣が春と梅⾬の天気の
特徴を解説し、⽣徒は
ノートにまとめる。

▲ 令和４年度の⾼校⼊試過去問
「天気の変化」に関する⼤問を２題出題

富⼭県

宮崎県

取れるように頑張りましょう」と励ましの声がかけられ、⼀⻫に開始されました。⽣徒は、真
剣に最後まで諦めずに取り組んでいました。
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⽣徒が主体︕学び⽅を選べる⾃主学習
帰りの会が始まる前の１０分間に⾃主学習の時間

を設けており、ｅライブラリのドリルを活⽤してい
ます。⾃主学習の時間が近づくと、全員がタブレッ
トを準備します。「⾃主学習の内容は、⽣徒が⾃分
で決めるようにしています」と岡屋先⽣。
その⽇の⽬標や学習範囲を事前に決めることが習

慣化されており、チャイムが鳴ったと同時に各⾃が
⾃分のペースで学習を始めます。

１０分間の⾃主学習は、予習や既習範囲の復習など、学習内容を⽣徒⾃⾝が決め
て取り組んでいます。同じ１０分間でも習熟度によって、取り組める難易度や問題
数はさまざまなので、学習する学年や難易度を⾃分で選べるｅライブラリは、⾃主
学習に最適な教材です。
また、授業では⾼校⼊試過去問を活⽤しています。⾼校⼊試過去問データベース

は、単元名に沿って関連している過去問を効率よく検索できるので、２，３年の単
元の終わりでよく利⽤しています。年度ごとに他県の問題を組み合わせることで、
出題⽅法の異なる問題に触れさせることができ、⽣徒からも「他県の問題が解けて
良かった」という感想もありました。

⾼校⼊試過去問を使った学習と１０分間の基礎学⼒定着の時間

校⻑
河本 政之 先⽣

▲ 学習範囲は⾃分で決める

本校では、「⼤和を愛し、未来にはばたく⼤和っ⼦」をベースに、「⼦どもを
前に」「⼦どもが育つ」をキーワードに教育活動を展開しています。⽣徒が⾃信
をもって前に⽴つには、「愛情と承認」が⼤切と考えており、すべての教員が愛
情を注いで、⽣徒の成⻑を⾒守っています。
学校の取り組みとして、朝学習は読書で活字に触れ、帰りの会の前の⾃主学習は

ｅライブラリのドリルで学習する活動を２年間続けてきました。アナログとデジタ
ルの学習を使い分けることで、⽣徒は思考を切り替え、学校⽣活のリズムにもメリ
ハリがつき、⾃ら進んで⾏動するようになってきたと感じています。
これからも、多様な学びを⽣徒に提供できるように、ＩＣＴを学びの⼿法の⼀

つとしてバランスよく活⽤し、⾃ら判断・選択して活⽤できる環境を作っていき
たいと思います。

インタビュー 「１５歳の⼤和っ⼦像」を⽬指して 〜⾃分が好き ⼈が好き ⼤和が⼤好きな⼦ども〜
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⾃分に合った学習内容が「⾃⽴した学び」の⼟台になる
⽣徒ごとに学習内容はさまざまです。発展的な内

容を学習する⽣徒は、要点がまとまっている解説教
材を読み、挑戦問題に取り組んでいきます。また、
「おすすめ学習」から「苦⼿をなくそう︕」を選択
して、苦⼿を克服しようと取り組んでいる⽣徒もい
ました。ｅライブラリは、⾃分の強みや弱みを⾃覚
することができます。強みはさらに伸ばし、弱みを
克服していこうとする姿勢が「⾃⽴した学び」の⼟
台になっているとのことです。▲ ⾃分の難易度に合ったドリルに取り組む


